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【Ⅲ－４－６ 小児医療、周産期医療、救急医療の充実－⑪】 

⑪ 新生児特定集中治療室管理料等の見直し 
 

第１ 基本的な考え方 

 
慢性肺疾患を伴う低出生体重児に対して、長期の入院による呼吸管理

が必要となる実態を踏まえ、新生児特定集中治療室管理料等について算
定上限日数を見直す。 

 
第２ 具体的な内容 

 
慢性肺疾患を伴う低出生体重児について、新生児特定集中治療室管理

料、総合周産期特定集中治療室管理料及び新生児治療回復室入院医療管
理料の算定上限日数を見直す。 

 

改 定 案 現   行 

【新生児特定集中治療室管理料】 

［算定要件］ 

注１ 別に厚生労働大臣が定める施

設基準に適合しているものとし

て地方厚生局長等に届け出た保

険医療機関において、必要があっ

て新生児特定集中治療室管理が

行われた場合に、当該基準に係る

区分に従い、区分番号Ａ３０３の

２に掲げる新生児集中治療室管

理料及び区分番号Ａ３０３－２

に掲げる新生児治療回復室入院

医療管理料を算定した期間と通

算して21日（出生時体重が1,500

グラム以上であって、別に厚生労

働大臣が定める疾患を主病とし

て入院している新生児にあって

は35日、出生時体重が1,000グラ

ム未満の新生児にあっては90日

（出生時体重が500グラム以上

750グラム未満であって慢性肺疾

患の新生児にあっては105日、出

生時体重が500グラム未満であっ

て慢性肺疾患の新生児にあって

は110日）、出生時体重が1,000グ

【新生児特定集中治療室管理料】 

［算定要件］ 

注１ 別に厚生労働大臣が定める施

設基準に適合しているものとし

て地方厚生局長等に届け出た保

険医療機関において、必要があっ

て新生児特定集中治療室管理が

行われた場合に、当該基準に係る

区分に従い、区分番号Ａ３０３の

２に掲げる新生児集中治療室管

理料及び区分番号Ａ３０３－２

に掲げる新生児治療回復室入院

医療管理料を算定した期間と通

算して21日（出生時体重が1,500

グラム以上であって、別に厚生労

働大臣が定める疾患を主病とし

て入院している新生児にあって

は35日、出生時体重が1,000グラ

ム未満の新生児にあっては90日、

出生時体重が1,000グラム以上

1,500グラム未満の新生児にあっ

ては60日）を限度として、それぞ

れ所定点数を算定する。 
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ラム以上1,500グラム未満の新生

児にあっては60日）を限度とし

て、それぞれ所定点数を算定す

る。 

 

【総合周産期特定集中治療室管理料】 

［算定要件］ 

注１ 別に厚生労働大臣が定める施

設基準に適合しているものとし

て地方厚生局長等に届け出た保

険医療機関において、必要があっ

て総合周産期特定集中治療室管

理が行われた場合に、１について

は妊産婦である患者に対して14

日を限度として、２については新

生児である患者に対して区分番

号Ａ３０２に掲げる新生児特定

集中治療室管理料及び区分番号

Ａ３０３－２に掲げる新生児治

療回復室入院医療管理料を算定

した期間と通算して21日（出生時

体重が1,500グラム以上であっ

て、別に厚生労働大臣が定める疾

患を主病として入院している新

生児にあっては35日、出生時体重

が1,000グラム未満の新生児にあ

っては90日（出生時体重が500グ

ラム以上750グラム未満であって

慢性肺疾患の新生児にあっては

105日、出生時体重が500グラム未

満であって慢性肺疾患の新生児

にあっては110日）、出生時体重

が1,000グラム以上1,500グラム

未満の新生児にあっては60日を

限度として、それぞれ所定点数を

算定する。 

 

【新生児治療回復室入院医療管理料】 

［算定要件］ 

注１ 別に厚生労働大臣が定める施

設基準に適合しているものとし

て地方厚生局長等に届け出た保

険医療機関において、必要があっ

 

 

 

 

 

【総合周産期特定集中治療室管理料】 

［算定要件］ 

注１ 別に厚生労働大臣が定める施

設基準に適合しているものとし

て地方厚生局長等に届け出た保

険医療機関において、必要があっ

て総合周産期特定集中治療室管

理が行われた場合に、１について

は妊産婦である患者に対して14

日を限度として、２については新

生児である患者に対して区分番

号Ａ３０２に掲げる新生児特定

集中治療室管理料及び区分番号

Ａ３０３－２に掲げる新生児治

療回復室入院医療管理料を算定

した期間と通算して21日（出生時

体重が1,500グラム以上で、別に

厚生労働大臣が定める疾患を主

病として入院している新生児に

あっては35日、出生時体重が

1,000グラム未満の新生児にあっ

ては90日、出生時体重が1,000グ

ラム以上1,500グラム未満の新生

児にあっては60日）を限度とし

て、それぞれ所定点数を算定す

る。 

 

 

 

 

 

 

【新生児治療回復室入院医療管理料】 

［算定要件］ 

注１ 別に厚生労働大臣が定める施

設基準に適合しているものとし

て地方厚生局長等に届け出た保

険医療機関において、必要があっ
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て新生児治療回復室入院医療管

理が行われた場合に、区分番号Ａ

３０２に掲げる新生児特定集中

治療室管理料及び区分番号Ａ３

０３の２に掲げる新生児集中治

療室管理料を算定した期間と通

算して30日（出生時体重が1,500

グラム以上であって、別に厚生労

働大臣が定める疾患を主病とし

て入院している新生児にあって

は50日、出生時体重が1,000グラ

ム未満の新生児にあっては120日

（出生時体重が500グラム以上

750グラム未満であって慢性肺疾

患の新生児にあっては135日、出

生時体重が500グラム未満であっ

て慢性肺疾患の新生児にあって

は140日）、出生時体重が1,000グ

ラム以上1,500グラム未満の新生

児にあっては90日）を限度として

算定する。 

て新生児治療回復室入院医療管

理が行われた場合に、区分番号Ａ

３０２に掲げる新生児特定集中

治療室管理料及び区分番号Ａ３

０３の２に掲げる新生児集中治

療室管理料を算定した期間と通

算して30日（出生時体重が1,500

グラム以上で、別に厚生労働大臣

が定める疾患を主病として入院

している新生児にあっては50日、

出生時体重が1,000グラム未満の

新生児にあっては120日、出生時

体重が1,000グラム以上1,500グ

ラム未満の新生児にあっては90

日）を限度として算定する。 

 

 


